
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
農
家
の
後
継
ぎ

の
方
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

Q　
現
在
の
耕
地
面
積
と

近
年
の
推
移
、
耕
作
放

棄
地
の
面
積
と
推
移
は
ど
う

か
。A

経
済
環
境
部
長　

市
内

の
耕
地
面
積
は
、
田

３
千
４
３
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

畑
２
千
９
４
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

合
計
で
６
千
３
８
１
ヘ
ク
タ

ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

耕
作
放
棄
地
は
、
平
成
20

年
度
、
２
７
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

平
成
21
年
度
、
２
７
２
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
、
そ
れ
ぞ
れ
約

４
・
３
％
、
平
成
22
年
度
が

３
６
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
約

５
・
７
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
に
、
調
査
報

告
が
詳
細
な
形
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
急
激
に
増
え
た
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
平

成
23
年
度
が
５
３
２
ヘ
ク
タ

ー
ル
、
約
８
％
、
平
成
24
年

度
が
５
５
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、

８
・
７
％
増
加
し
て
い
る
現

状
で
す
。

Q　
過
去
の
推
移
を
踏
ま

え
、
今
後
の
農
業
の
展

望
を
市
は
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
の
か
。

A
経
済
環
境
部
長　

農
家

数
の
減
少
は
避
け
ら
れ

ま
せ
ん
が
、
１
戸
当
た
り
の

経
営
規
模
の
拡
大
、
担
い
手

へ
の
利
用
集
積
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
農
地
を
最
大

限
に
有
効
活
用
し
、
耕
作
放

棄
地
の
増
加
を
食
い
と
め
て

い
く
方
策
が
必
要
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

食
の
安
全
・
安
心
に
努
め

る
と
と
も
に
、
６
次
産
業
の

創
出
等
に
取
り
組
む
こ
と
に

よ
り
、
農
作
物
の
付
加
価
値

の
向
上
を
図
り
、
国
内
は
も

と
よ
り
海
外
向
け
生
産
を
視

野
に
、
生
産
性
の
維
持
・
向

上
を
図
り
な
が
ら
、
農
業
所

得
の
増
加
を
目
指
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

Q　
平
成
21
年
６
月
に
、

改
正
農
地
法
が
施
行
さ

れ
、
新
規
就
農
さ
れ
る
方
に

は
大
変
有
利
と
の
事
だ
が
、

こ
の
地
域
の
営
農
に
変
化
は

あ
っ
た
の
か
。

A
経
済
環
境
部
長　

改
正

以
降
は
、
本
市
に
お
い

て
も
10
数
社
が
農
業
に
参
入

し
て
い
ま
す
。
新
規
就
農
者

で
す
が
、
農
業
法
人
等
の
研

修
を
通
じ
、
そ
の
ま
ま
新
規

就
農
に
つ
い
た
と
い
う
事
例

を
多
く
聞
い
て
い
ま
す
。

Q　
平
成
20
年
度
、
学
校

給
食
法
の
改
正
に
伴
い
、

市
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
さ
れ
て
い
る
の
か
。

A
教
育
部
長　

食
育
の
推

進
に
つ
い
て
は
、
給
食

指
導
の
実
施
及
び
食
に
関
す

る
指
導
の
推
進
を
実
施
し
て

き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
衛

生
管
理
の
強
化
に
つ
い
て
は
、

実
施
の
設
備
の
改
善
等
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
産

地
消
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

使
用
品
目
及
び
使
用
量
の
増

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

主
に
地
元
産
の
ニ
ラ
、
ダ
イ

コ
ン
、
長
ネ
ギ
、
ニ
ン
ジ
ン
、

コ
マ
ツ
ナ
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ピ
ー
マ
ン
、

ナ
ス
、
サ
ト
イ
モ
、
シ
ョ
ウ

ガ
、
米
粉
、
米
粉
パ
ン
を
使

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

Q　
市
に
よ
る
６
次
産
業

の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

A
経
済
環
境
部
長　

経
済

環
境
部
の
わ
が
ま
ち
活

性
課
を
中
心
に
、
平
成
23
年

度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

国
の
補
助
制
度
も
あ
り
ま
す

が
、
な
か
な
か
国
の
基
準
に

該
当
す
る
対
象
が
な
い
た
め
、

市
単
独
で
補
助
を
し
て
お
り

ま
す
。
過
去
２
年
間
で
、
相

談
事
例
は
９
件
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
現
在
、
実
施
過

程
で
あ
る
事
例
が
４
件
あ
り
、

米
粉
を
使
用
し
た
加
工
品
が

２
件
、
乾
燥
野
菜
と
イ
チ
ゴ

を
使
用
し
た
、
ド
ラ
イ
フ
ル

ー
ツ
が
２
件
で
す
。

Q　
農
地
を
守
る
、
耕
作

放
棄
地
を
な
く
す
、
後

継
者
・
担
い
手
が
担
い
や
す

く
な
る
よ
う
、
国
や
県
の
補

助
の
対
象
と
な
ら
な
い
規
模

の
土
地
改
良
事
業
、
小
規
模

の
土
地
改
良
へ
の
取
り
組
み

を
図
っ
て
い
く
べ
き
と
思
う

が
、
市
の
考
え
は
。

A
経
済
環
境
部
長　

市
で

は
農
地
の
利
用
集
積
を

進
め
て
お
り
ま
す
が
、
農
業

基
盤
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い

農
地
に
つ
い
て
は
、
な
か
な

か
借
り
手
が
い
な
い
の
が
現

状
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
最
小
限
の
基

盤
整
備
は
必
要
に
な
っ
て
く

る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
の

で
、
今
後
の
課
題
と
し
ま
す
。

【
６
次
産
業
と
は
】

　

農
業
や
水
産
業
な
ど
の
第

一
次
産
業
が
食
品
加
工
・
流

通
販
売
に
も
業
務
展
開
し
て

い
る
経
営
形
態
を
表
す
造
語
。

米粉を使用した加工品
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一
般
質
問
の
内
容
は
、

各
議
員
か
ら
提
出
さ
れ

た
原
稿
を
そ
の
ま
ま
掲

載
し
ま
し
た
。

※
詳
し
く
は
、
図
書
館
又

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
会

議
録
が
検
索
で
き
ま
す
。

（
発
行
は
後
日
）


